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＜　農　業　＞科　学習シラバス

 科　目 果樹 学年・コース
３年生

ｱｸﾞﾘｶﾙﾁｬｰ
単位数 ２単位 教科書 果樹（実教出版）

評
価
の
内
容

　果樹生産と経営について興味・関
心を持ち、果樹の生産性の向上及び
経営の改善について探求しようとし
ている。

　果樹生産と経営に関する諸課題に
ついて思考を深め、基礎的な知識と
技術を基に、合理的に判断し、その
過程や結果を適切に表現している。

　果樹生産と経営に必要な技術を身
に付け、果樹生産と経営に関するプ
ロジェクトを合理的に計画しその技
術を合理的に活用している。

　果樹生産と経営に関する基礎的な技
術を身に付け、果樹の特性や果樹の生
産に適した環境、品質と生産性の向上、
経営の改善について理解している。

・実習記録用紙
・ノート
・定期考査

・実習態度
・実技テスト

・授業や実習での態度
・実習記録用紙
・ノート
・定期考査

・授業や実習での態度、服装
・実習記録用紙

＜果樹の種類と果樹栽培の動向＞

学　習　の　指　導　内　容　

＜果樹の生育と栽培環境＞

果樹の生育と生理

果樹栽培の動向

果樹の種類と果実の利用

果樹栽培と環境

施設栽培と特殊栽培

○果樹の生育と気候・土壌・栄養・水分の関連を理解させる。

○我が国における果樹の施設栽培の動向とその特徴を学ばせる。

生育のすがたと栽培管理

栽培上の特性と品種

＜カンキツ＞

収穫・選別・出荷・貯蔵と加工

5

6

＜キウイフルーツ＞

栽培・経営上の特性

植え付けと更新

＜果実の流通と改善＞

3

学習の到達目標

学期 月 単元名・小単元名

評価の
観　点

評
価
の
方
法

評 価 の 観 点

　果樹の栽培と経営に必要な知識と技術を習得させ、果樹の特性や栽培に適した環境を理解させるとともに、品質と生産性の向
上を図る能力と態度を育てます。

学習のポイント

１．実習による実体験を通し、積極的・協力的な態度で取り組む。

２．安全面から必ず実習服、実習帽、長靴を着用すること。

３．分からないことや疑問に思ったことはその都度質問する。
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○栽培管理を一覧表にまとめる。

○経営計画を各自に立てさせ、理解させる。

○栽培する際、考慮しなければならない点を表にし、理解させる。

○栽培されている果樹の種類と栽培の現状を理解させる。

○果樹の生産量と消費量の動向を理解させる。

○果実の輸出入の現状を知り、果樹栽培を考えさせる。

○果樹の一生について、そのあらましを学ばせる。

○開花と結実、果実の成長について理解させる。

○各品種の特徴を理解し、貯蔵方法の違いを理解する。

○キウイフルーツの適地を実際に調査し、理解させる。

Ａ　関心・意欲・態度 Ｂ　思考・判断・表現 Ｃ　技能 Ｄ　知識・理解

○苗木の定植や接ぎ木の方法を理解する。

○栽培管理を一覧表にまとめ、理解させる。

○生産費及び収益性について学校を例に理解させる。


